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【
研
究
全
体
の
背
景
と
目
的
】
著
者
は
、
日
米
で
収
集
し
た

⑦
国
Ｃ
扇
○
シ
も
罰
①
８
ａ
の
そ
の
他
の
史
料
、
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
内
容
な
ど
を
分
析
し
、
占
領
下
看
護
政
策
立
案
の
大
部
分

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
長
で
あ
る
の
国
８
国
冒
号
の
昏
酔
岸
（
一
九
○
四

年
七
月
二
二
日
生
、
一
九
七
八
年
八
月
一
四
日
没
。
以
下
、
オ
ル
ト
）

に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
看
護
政
策
の

立
案
や
施
行
に
際
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
調
や
対
立
が
あ
っ
た
。

本
研
究
で
は
協
調
と
対
立
の
構
図
の
内
容
と
、
そ
れ
が
占
領
終
了

後
の
看
護
界
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
、
占
領
下
の
看
護
改
革
と

看
護
界
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
研
究
全
体
の
枠
組
と
方
法
】
⑦
西
Ｃ
あ
。
シ
勺
困
①
８
ａ
の
の

勺
出
陣
弓
馬
８
『
号
の
う
ち
ｚ
昌
望
侭
醇
爵
尉
ｐ
ご
国
目
に
関

す
る
二
一
八
件
を
経
時
的
、
内
容
別
に
分
析
し
た
結
果
、
主
に

15

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
看
護
改
革
の
流
れ

ｌ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
・
課
長
の
・
国
．
と
《
に
対
す
る

協
調
と
対
立
の
構
図

大
石
杉
乃

Ａ
視
察
、
Ｂ
看
護
教
育
審
議
会
、
Ｃ
免
許
制
度
の
改
善
、
Ｄ
看
護

教
育
制
度
の
改
善
、
Ｅ
リ
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
コ
ー
ス
、
Ｆ
日
本
看
護

協
会
の
組
織
化
、
Ｇ
厚
生
省
看
護
課
の
設
置
の
七
項
目
に
分
類

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
立
案
と
実
施
の
過
程
で
オ
ル
ト
に
協

調
（
支
持
、
従
属
利
用
）
、
対
立
（
反
対
、
反
発
、
抵
抗
）
し
た
人

物
あ
る
い
は
団
体
と
し
て
、
①
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
・
局

長
○
両
．
齪
日
⑳
（
以
下
、
サ
ム
ス
）
、
②
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ

巨
弓
．
○
○
ニ
コ
の
、
③
日
本
産
婆
会
、
④
労
働
組
合
、
⑤
医
師
、

⑥
国
会
議
員
、
⑦
看
護
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、
⑧
日
本
看
護
協
会

⑨
出
版
社
が
抽
出
で
き
た
。
オ
ル
ト
に
対
す
る
協
調
と
対
立
の
構

図
を
一
、
看
護
政
策
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
、
二
、
社
会
の
要

求
と
の
関
係
、
三
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
制
力
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。

本
発
表
で
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
サ
ム
ス
と

の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
。

【
オ
ル
ト
と
サ
ム
ス
の
関
係
〕
サ
ム
ス
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
モ
ン
ト
レ
ー
の
民
事
要
員
駐
屯
所
で
日
本
進
駐
に
向
け
た
訓
練

を
受
け
て
い
た
オ
ル
ト
を
看
護
課
長
に
採
用
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
サ
ム
ス
は
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
で
看
護
監
督

（
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
）
と
し
て
働
い
た
経
験
が
あ
り
日
本
に
関
す
る
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知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
公
衆
衛
生
看
護
の
教
育
背
景
が
あ
っ

た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

政
策
に
お
い
て
オ
ル
ト
と
サ
ム
ス
に
意
見
の
不
一
致
が
み
ら
れ

た
の
は
「
保
健
師
」
法
案
を
含
む
免
許
制
度
の
み
で
あ
っ
た
。
オ

ル
ト
は
一
九
四
六
年
前
半
に
、
看
護
職
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め

複
数
の
制
度
を
廃
止
し
、
看
護
職
の
名
称
や
教
育
制
度
を
一
本
化

し
て
「
保
健
師
」
に
統
一
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
一
九

四
六
年
六
月
二
一
日
付
け
で
『
看
護
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

一
方
サ
ム
ス
は
看
護
婦
不
足
の
解
消
を
最
優
先
と
し
、
チ
ー
ム
ナ

ー
シ
ン
グ
の
立
場
か
ら
専
門
性
の
高
い
看
護
職
の
養
成
を
少
数
に

と
ど
め
、
そ
の
他
の
看
護
職
と
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
「
保
健
師
」
法
案
の
国
会
上
程
は
見
送
ら

れ
た
。
こ
れ
は
一
九
四
七
年
三
月
号
の
『
助
産
と
保
健
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
サ
ム
ス
の
考
え
に
基
づ
き
一
九
四
七
年

七
月
三
日
に
看
護
婦
を
甲
種
看
護
婦
・
乙
種
准
看
護
婦
と
す
る

『
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
令
」
が
制
定
さ
れ
た
。

オ
ル
ト
は
任
期
中
に
ア
メ
リ
カ
で
修
士
号
を
取
得
す
る
準
備
を

進
め
、
サ
ム
ス
に
報
告
す
る
前
に
信
仰
す
る
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会

に
報
告
し
て
い
た
。
サ
ム
ス
は
占
領
終
了
後
、
「
オ
ル
ト
少
佐
と

そ
の
部
下
に
著
名
な
ア
メ
リ
カ
人
看
護
婦
を
得
た
こ
と
は
大
変
幸

福
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
四
九
年
七
月
か

ら
約
一
年
間
帰
国
し
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
修
士
号
を

取
得
し
て
か
ら
は
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
よ
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
、
ぐ
．
三
．
○
臣
ｇ
己
（
二
代
目
看
護
課
長
）
は
指
摘
し
て
い

る
。

〔
ま
と
め
】
オ
ル
ト
と
サ
ム
ス
は
協
調
し
て
看
護
改
革
を
進
め

た
が
、
①
免
許
制
度
に
お
い
て
は
看
護
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
求

め
た
オ
ル
ト
と
現
実
に
直
面
し
た
問
題
解
決
を
重
視
し
た
サ
ム

ス
、
②
修
士
号
取
得
の
た
め
の
帰
国
に
際
し
て
は
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ー
と
し
て
の
関
係
を
優
先
さ
せ
た
オ
ル
ト
と
軍
人
と
し
て
の
立
場

を
求
め
た
サ
ム
ス
、
以
上
二
つ
の
対
立
が
認
め
ら
れ
た
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


